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Ti2O3 は、約 450K で金属に転移する

典型的な Mott-Hubbard 型絶縁体である。

昨年は軟 X 線発光装置の改良と TiO2

の結果を報告したが[1]、今回は同装置

での Ti2O3 の詳細測定の結果を報告す

る。 

 図１は、Ｘ線吸収スペクトルの偏光依

存性であり、上が Ti 2p 部分発光収量

（PPY）、下が全電子収量（TEY）を示して

いる。TEY では偏光依存は見られない

が、PPYではeg成分に大きな違いが観

測されている。また、LⅡと LⅢ吸収の間

に、TEY には見られない構造が観測さ

れている。 

 図２は Ti 2p 共鳴 X 線ラマン散乱スペ

クトルである。励起エネルギーを図１の

エネルギー領域で 0.3eV 置きに変化さ

せて測定した発光スペクトルを、励起

エネルギーからの相対エネルギー

（Raman Shift）で示したものである。蛍

光線が 3 本観測されているが、ここで

は励起エネルギーの変化とともに斜め

に移動している。0eV に観測されてい

るのが弾性散乱であり、8eV と 13eV 付

近に電荷移動(CT)励起、3eV 付近に

d-d 励起によるラマン散乱が観測され

ている。また、蛍光線と弾性散乱が交

わる領域で強い共鳴増大が観測され

ており、より低エネルギーの励起の存在が示唆される。講演では、これらの結

果の詳細な解析を、偏光依存の結果と合わせて報告する予定である。 

[1] 手塚他、第 27 回 PF シンポジウム（2010） 

455 460 465 470 475 480

SS
t2g egegt2g

LIILIII

  PPY

(Ti 2p)

TEY
 pol.

 depol.

~ 45 K

Ti2O3
30°°°°

In
te
n
si
ty
 (
a
rb
.u
n
it
)

Photon Energy (eV)

XAS

 

図１ Ti2O3のTi 2p吸収スペクト

ル。 
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図２ Ti2O3のTi 2p共鳴Ｘ線ラマ

ンスペクトル。 


